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 事業概要 

シミュレーション技術によるエンジン設計のフロントローディングを実現する. 
 

 JSS2 利用の理由 

当該分野で世界と肩を並べる研究を実施するために必要な計算機資源はスパコンでしか得られない. 
 

 今年度の成果 

剥離乱流境界層は,燃焼器内だけではなく機体周りの流れ解析でもキー現象である.本研究では,圧力
勾配により誘起された剥離乱流境界層の直接数値シミュレーションを,この系で世界最高レイノルズ
数 Re_θ=1500 において実施した.所要格子数として,約 130 億点を用いた．図１は,Re_θ=1500 の渦
構造を可視化した結果であるが,剥離せん断層の渦構造がクラスター化することが明らかになった（図
1 拡大図）. 

気液二層流解析ソルバのロバスト性を向上させ,燃料一次微粒化の詳細解析を 4 ケース完了した. 
 
 

燃焼器設計フロントローディングのためのシミュレーション技術の研究 
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図 1 Re_θ = 1500 の DNS の渦構造（白：速度勾配テンソル第 2 不変量 Q

の正値）．上図は鳥瞰図,下図は側面図． 
 

 
図 2 気液界面の可視化図 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)：7.60 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利用割合※2 (%) 

SORA-MA 63,631,143.11 8.47 
SORA-PP 42,086.56 0.53 
SORA-LM 386.11 0.00 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 
/home 764.37 0.53 
/data 32,676.13 0.60 
/ltmp 5,214.42 0.39 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 
J-SPACE 39.10 1.68 

 
※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 
※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法 MPI を使うプログラムと XPFortran を使うプログラム 
スレッド並列手法 OpenMP 
プロセス並列数 8 - 384 
１ケースあたりの経過時間 2000.00 時間 
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